
1/3  

上天草市告示第３８号 

 上天草市上級海技免許取得事業補助金交付要綱を次のように定める。 

  平成２８年３月３１日 

上天草市長 堀 江 隆 臣    

   上天草市上級海技士免許取得事業補助金交付要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、本市の海上運送（以下「海運」という。）事業において

船員の高齢化が著しく、将来の船員不足が懸念されるため、海運業の継続的

な振興を図ることを目的として、船員の指導及び育成を図る者が上級海技免

許を取得することについて、予算の範囲内で上天草市上級海技免許取得事業

補助金を交付することについて、上天草市補助金等交付規則（平成１６年上

天草市規則第３５号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各

号に定めるところによる。 

 （１） 海技免許 船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和２６年法律第１４

９号）第５条第１項第１号及び第２号に規定する海技士の資格をいう。 

 （２） 上級海技免許 前号の海技免許より上級の海技免許をいう。 

 （補助対象者） 

第３条 補助金の交付を受けることができる者は、次の各号の全てに該当する

ものとする。 

 （１） 本市に住民票の登録を有する者で、上級海技免許取得時の年齢が５

０歳以下のもの 

 （２） 本市に主たる事業所を有する海運事業者で、雇用主を除く当該雇用

主に常時雇用されているもの 

 （３） 市税等の滞納がない者 

 （４） 海技免許を有している者で、新たに上級海技免許を取得したもの 

 （補助金の対象事業） 

第４条 補助金の対象となる事業は、海技免許を有している者が新たに上級の

海技免許を取得するための上級海技免許取得事業（以下「補助事業」とい
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う。）とする。 

 （補助金の額） 

第５条 補助金の額は、海技試験手数料、登録免許税及び海技免許講習費の総

額の２分の１の額とし、その額に端数がでる場合は、円未満を切り捨てるも

のとする。 

２ 上級海技免許取得１回当たりの補助金の上限額を５万円とする。 

 （補助金の交付申請及び実績報告） 

第６条 補助金の交付を受けようとするもの（以下「補助事業者」という。）

は、上天草市上級海技免許取得事業補助金交付申請書兼実績報告書（様式第

１号）に次に掲げる書類を添えて、上級海技免許を取得した日の翌日から起

算して９か月を経過した日以降に市長に提出しなければならない。 

 （１） 海技免許及び船員手帳の写し 

 （２） 住民票の写し 

 （３） 海技試験手数料、登録免許税及び海技免許講習費の領収書の写し 

 （４） 市税の未納がない証明及び上水道使用料収納証明書 

 （５） 船員雇入契約書の写し 

 （６） その他市長が必要とする書類 

２ 前項の申請は、上級海技免許を取得した日の属する月から起算して３年を

経過した月以降に申請することはできない。 

 （補助金の交付決定及び額の確定） 

第７条 市長は、前条の上天草市上級海技免許取得事業補助金交付申請書兼実

績報告書を受理したときは、その内容を審査の上、適当と認める場合は、上

天草市上級海技免許取得事業補助金交付決定及び確定通知書（様式第２号）

により補助事業者に通知するものとする。 

 （補助金の請求） 

第８条 補助対象者が、補助金の交付を受けようとするときは、上天草市上級

海技免許取得事業補助金交付請求書（様式第３号）を市長に提出しなければ

ならない。 

 （補助金の交付） 

第９条 市長は、交付決定者から前条の上天草市上級海技免許取得事業補助金
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交付請求書の提出があった場合は、補助金を交付するものとする。 

 （補助金の返還） 

第１０条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、既に交付

した補助金の全部又は一部を返還させることができる。 

 （１） 虚偽の申請により補助金の交付を受けたとき。 

 （２） その他市長が返還の必要があると認めたとき。 

 （書類の保管） 

第１１条 補助事業者は、補助事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿等

を備え、かつ、当該収入及び支出についての証拠書類を補助事業が完了した

日の属する会計年度の終了後５年間保管しなければならない。 

 （その他） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 


